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常滑市民病院及び現半田病院の概況について    

現在の位置関係 

現半田病院 

常滑市民病院 

地図出典：国土地理院 

約８ｋｍ 
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概 況 （施設） 

 所在地      常滑市飛香台３丁目３番地の３ 

 設  立     昭和34年（現在地：平成27年５月開院） 

 経営形態   地方公営企業法 全部適用    
 
 許可病床数  267床（一般265床、感染症２床） 
 
 病床内訳   ・急性期 179床 

           ・回復期リハビリテーション病床 41床 

           ・地域包括ケア病床 45床 

           ・感染症病床 ２床  
 
 主な役割   ・救急告示病院 

  及び機能    ・臨床研修指定病院 

            ・特定感染症指定医療機関 
 
 敷地面積   43,941.15㎡ 
 
 建物規模   29,535.88㎡ 
 

◆◇◆ 常 滑 市 民 病 院◆◇◆ 
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感 染 症 病 床 



 所在地      半田市東洋町２丁目２９番地 

 設  立     昭和24年（現在地：昭和５７年５月開院） 

 経営形態   地方公営企業法 一部適用    

 許可病床数  499床（一般499床） 
 
 病床内訳    ・高度急性期 28床 
               （うちＩＣＵ22床、ＳＣＵ６床） 

            ・急性期 471床 
               （うち周産期センター32床）  
 
 主な役割    ・地域医療支援病院 
  及び機能     ・救命救急センター            
           ・救急告示病院 
           ・地域周産期母子医療センター 
           ・災害拠点病院（地域中核災害医療センター） 
           ・愛知ＤＭＡＴ指定医療機関 
           ・地域がん診療連携拠点病院（国指定） 
           ・臨床研修指定病院 
           ・日本医療機能評価機構認定病院 
 
 敷地面積   32,292.62㎡ 
 
 建物規模   37,680.12㎡ 

◆◇◆ 半田市立半田病院◆◇◆ 
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概 況 （運営） 
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≪平成２９年度決算≫　

　薬剤師　　１０人 　薬剤師　　２２人

　放射線技師　　１２人 　放射線技師　　２６人

　検査技師　　１６人 　検査技師　　２８人

　理学　２５人、作業　１２人、言語聴覚士　７人 　理学　１１人、作業　４人、言語聴覚士　４人

　その他技術職員　　１４人 　その他技術職員　　１８人

　社会福祉士　　６人 　社会福祉士　　７人

　介護福祉士　　８人 　精神保健福祉士　　　２人

　診療情報管理士　　　３人 　診療情報管理士　　　６人

　その他事務職員　　２１人（健診事務３人含む） 　その他事務職員　　２３人

　　　　　　病 院 名
　区　　分

救急(搬送)患者

病床稼働率

基準承認

患者１人
当たり収入

患　者　数

常滑市民病院 半田市立半田病院

入院基本料　　  ７：１
入院基本料　　１３：１

８５．８％

入 院 ： ４２，４５９円
外 来 ： １２，５１９円

入院基本料　　７：１

７２．４％

入 院 ： ６０，２１１円
外 来 ： １５，１６８円

　技術職員　　９６人 　技術職員　　 １１３人

　事務職員　　３８人

職　員　数
（平成30.4.1現在）

　技能労務職員　　１４人

　事務職員　　３８人

常勤　４１９人 常勤　６７９人

　常勤医師　　４４人（研修医５人含む） 　常勤医師　　１０８人（研修医１５人含む）

　看護師　　 ２２７人 　看護師　　    ４１５人

入 院　１３１，９８０人  （１日平均：３６１．６人）
外 来　２２６，９４１人  （１日平均：９３０．１人）

入 院　　８３，６５２人  （１日平均：２２９．２人）
外 来　１４５，９２５人  （１日平均：５９８．１人）

　　１１，７５３人（救急車搬送　２，３４０人） 　　２５，０２７人（救急車搬送　７，２７５人）

　技能労務職員　　５人



公立病院は、公立病院改革ガイドラインに基づき、「経営の効率化」「再編・ネット

ワーク化」「経営形態の見直し」の３つの視点で「公立病院改革プラン」を策定し、

経営の改革に総合的に取り組むよう求められた。 

全国的に多くの公立病院において、経営状況が悪化や医師不足に伴い、診療体

制の縮小が余儀なくされる事態が生じており、地域医療に深刻な影響を与えていた。 

「再編・ネットワーク化」は、自治体単独の問題ではないため、各医療圏のワーキン

ググループで検討を進めるとともに、「公立病院等地域医療連携のための有識者会

議」を設置し、各医療圏での検討に対する、助言・指導がされた。 

「圏域中央部における救急医療の確保を図るため、常滑市民病院は、適正病床

数への移行を図りつつ、一般救急医療体制の確保のため、当面、半田市立半田
病院との医療機能連携を進める必要がある。」 

これまでの両病院の医療連携について  

有識者会議からの提言 

総務省からは、 

愛知県では、 
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 協議内容 
 

  (１) 救急医療や両病院相互の円滑な紹介などの医療提供体制の課題に 

      関すること。 

 （２）医師・看護師の確保及び育成に関すること。 

  (３) 病院経営の効率化のための方策に関すること。 

 （４）将来にわたる地域医療の安定確保のための情報交換に関すること。 
 
組織及び構成 
 
  ・連携協議会 １０人（市長、病院長、病院医療職員、行政職員） 

  ・作業部会    ６人（病院事務局長、病院事務局職員） 
 
実績（平成22年度、23年度） 
 
  ・連携協議会 ２回、作業部会 ６回 

半田市・常滑市医療連携等協議会（平成２２年７月設置） 
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 病院間における医師の派遣  
     ・半田病院から常滑市民病院へ整形外科の医師を派遣 

   ・常滑市民病院から半田病院へ外科医師を派遣  など 
 

 
 連携支援病床（５０床）の整備 
 

     ・病院間連携による連携支援病床を50床 

        整備し、常滑市民病院において、急性期 

        を過ぎた患者さんを受入れ 
   

常滑市民病院と半田病院における連携等 
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実現できたこと 

https://www.irasutoya.com/2016/01/blog-post_241.html


  
 診療材料や薬品等の医療材料の共同購入 
  及びアウトソーシング業務の検討 
 

     ・個々のシステムにおけるメリット及びデメリットの比較検討を 

       進め、契約更改時期には、より効果的かつ効率的なシステ 

       ム等への移行 
 
 
 
 看護師の派遣交流研修 
    

   ・看護師の知識と技能の向上を図るための派遣交流研修の 

   実施 

実現できていないこと 
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https://www.irasutoya.com/2017/01/blog-post_780.html


 
 
 知多半島医療連携ネットワークの導入 
     

   ・IＣＴ(情報通信技術)を使い、半田病院・ 

       公立西知多総合病院・常滑市民病院の３ 

       病院間で、レントゲン画像や血液検査結果 

       など電子カルテ情報を共有 
 
 
 半田常滑看護専門学校への協力 
 

     ・地域の保健・医療・福祉に貢献できる看護師を育成  

     ・半田病院、常滑市民病院を主な実習施設として位置 

    付け 
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その他の連携 

https://www.irasutoya.com/2014/11/blog-post_469.html


常滑市民病院 

半田病院新病院 
建設予定地 

地図出典：国土地理院 

 半田病院新病院建設予定地について    

半田病院移転後の位置関係 
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旧常滑市民病院 現半田病院 

沿岸部から内陸部への移転 
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平成27年 ７月 ・「半田市立半田病院あり方検討委員会」を設置 
 
平成28年 ４月  ・検討結果を「半田市立半田病院新病院構想」として 
            市長に答申（新病院建設予定地は市職員駐車場） 
 

        ６月 ・新病院建設予定地を「市職員駐車場」と決定 
 
             12月 ・「半田市立半田病院新病院建設候補地（赤レンガ 
                       東土地）検討会議」を設置 
 
平成29年10月  ・「半田市立半田病院の移転新築予定地を問う住民 
                       投票条例制定の請求」の提出 
           ・愛知県知事より新たな適地の検討の助言あり 
 
             11月  ・市長が新病院建設予定地見直しを発表 
 
       12月 ・「半田市立半田病院新病院建設候補地検討委員 
            会」を設置 
 
平成30年 ３月  ・新病院建設予定地を「半田運動公園」に決定 

半田病院新病院建設予定地選定までの経過 
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 ・引き続き知多半島中南部全域における中核病院としての役割 

  を果たすことができる。 

  ・将来、半田運動公園は前線型広域搬送拠点 

  臨時医療施設（SCU）として県及び市町の 

  防災計画に位置付け、具体的な運用マニュアル 

  等が検討される。 

 ・外来患者及び職員アンケートからは、建設予定地として、他の 

  候補地と比較して、半田運動公園を希望する意見が多い。 

 ・他の候補地と比較して、常滑市民病院との機能連携により、 

  愛知県地域医療構想等の趣旨や総務省が求める新公立病 

  院改革プランを進めることが可能となる。 
 

半田運動公園が新しい病院の建設場所として 
適している主な理由 

〔「半田市立半田病院新病院建設候補地検討結果報告書」より要約〕 



○建設構想の見直し

○常滑市・半田市協議

　・医療提供体制等について

　・詳細協議

○国・県協議

○設計業務

○建設工事

３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 ３５年度 ３６年度 ３７年度

開院

  南海トラフの地震は、今後３０年以内に、 
  ７０％～８０％の確率で発生すると予想 
  されており、新病院の早期建設が求められ 
  ている。 

半田病院新病院開院までのスケジュール 
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 両病院が近接することにより、 

診療圏の重なりや医療機能の重複によ

る経営面への影響が考えられる 
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① 経営の効率化  

  経営的にも効率化を図る必要がある。 

 この地域における課題は？    



（平成30年５月全国自治体病院開設者協議会資料より） 

 
◆ 自治体病院では、へき地・離島はもとより、地域における拠点病 
   院等であっても医師が不足している。 
   （救急医療、小児科、産科、外科、整形外科、麻酔科、精神科など） 

 

◆ 働き方改革が進む中、医師法が定める応召義務を遵守 
    しながら、限られた人員体制によって地域住民の医療を確保 
     しているという厳しい実態がある。 

 

◆ 新専門医制度による専攻医の都市部等への集中による勤務 
   医の地域偏在、 診療科偏在が起きている。 
   （専攻医8,400人のうち1,800人が東京の基幹施設に採用） 

② 医師不足 
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 現状でも両病院において医師が不足

している状況 
 

 診療科によっては非常勤医師のみの

対応 
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平成30年4月1日現在

診　　　療　　　科

1 内 科 1

1 神 経 内 科 2

3 呼 吸 器 内 科 4

4 消 化 器 内 科 9

4 循 環 器 内 科 5

1 血 液 内 科

内 分 泌 ・ 代 謝 内 科 5

3 腎 臓 内 科 4

心 療 内 科

精 神 科 1

4 外 科 8

1 血 管 外 科 1

こ う 門 外 科

1 乳 腺 外 科

0 心 臓 外 科 2 

1 脳 神 経 外 科 6

2 整 形 外 科 7

0 リ ウ マ チ 科 1

0 救 急 科 3

2 小 児 科 5

（婦人科のみ） 1 産 婦 人 科 6

1 皮 膚 科

1 泌 尿 器 科 4

2 眼 科 2

1 耳 鼻 い ん こ う 科 3

1 放 射 線 科 1

1 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 1

1 麻 酔 科 6

0 病 理 診 断 科 2

2 歯 科 口 腔 外 科 3

0 中 央 臨 床 検 査 科 1

5 研 修 医 15

合　　　計 10844

非常勤医師にて対応

非常勤医師にて対応

非常勤医師にて対応

非常勤医師にて対応

    外科にて対応

非常勤医師にて対応

    外科にて対応

    精神科にて対応

診療科別　常勤医師

常滑市民病院 半田市立半田病院

 （Ｈ30.7月～ 非常勤医師にて対応）

（Ｈ30.7月～１名減）

非常勤医師にて対応

（Ｈ30.5月～１名減）



 ・働き方改革により医師の労働時間が 

  制約される 
 

 ・勤務医の地域偏在、診療科偏在が 

   進む 

今後さらに・・・ 
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その結果・・・ 

 救急体制の縮小 

 手術件数の抑制 

 当直明けの外来休診  など 

 ・患者サービスの低下を招くことになる 

 ・この地域の医療を守ることができなく 

 なる 
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               このようなことから、 

この地域における医療提供体制等の見直しが必要とし、 

 常滑市・半田市医療提供体制等協議会 

                  を設置した。 
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常滑市・半田市医療提供体制等協議会 

目 的 

  常滑市と半田市において、地域医療を守り、効率的で質の高い 

  医療提供体制を確保し、常滑市民病院及び半田市立半田病 

  院における機能連携や経営形態のあり方等を協議する。 
 

協議内容 

     (1)救急医療や両病院相互における医療提供体制等の課題 

     に関すること。  

     (2)医師・看護師等の確保及び人事交流に関すること。  

     (3)病院経営形態のあり方に関すること。  

     (4)将来にわたる地域医療の安定確保に関すること。 
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